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第５２回 紫陽祭文化部門 開催 ～学校祭を通して成長する～ 

                                     校長 井上 成子 

スローガン： 「百花繚乱 ～ 一瞬の青春を一生の宝物に～」 
 

本校の文化部門は、四年前から

「コンクール形式」では行っていませ

ん。優劣ではなく、今の自分たちで

なければできない合唱を創り上げ、

「聴いてくださる方々に自分たちの

歌声を届けたい」という純粋な思い

をもって、取り組んでいます。練習

の過程では、歌が苦手な人がどうすれば活動しやすくなるか

など、「ともに生きる」共生の心をもって考え取り組む姿も見

られました。 

学校祭の意義は、仲間と協力して創り上げる喜びや、一生

懸命に取り組むことで得られる感動を体験し、成長できる学

びの場とすることであると考えます。生徒が主体となり、互い

に成長する学びの場として、１０月１４日の体育部門にむけて

も取り組んでまいります。                   

 【 閉会式・紫陽祭文化部門委員のことば 】             文化部門委員長        

本番を終えて正直まだ文化部門が終わったという実感がありません。委員長とし

て活動する中で、普段の学校生活では見られないみんなの真剣な表情や楽しそう

な姿を見ることができ、うれしかったです。本番当日はステージに立って歌ってい

るみんなを見て、これまでの練習を思い出し、委員長をやっていて良かったなと思

いました。 

文化部門はただ歌を発表するだけではなく、クラスや学年のみんなと過ごした時間そのものが思

い出になったと思います。文化部門で感じた達成感や、楽しさを忘れずにこれからの学校生活でも、

来月にある体育部門や卒業式に繋げて、大切な思い出を増やしていけたらいいなと思います。 

 

★ 当日は多くの保護者の皆様にご来場いただき、アンケートへのご協力もありがとうございました。 

   また PTA学年委員会、役員の皆様には会場の受付や場内安全確保にご協力いただき、感謝申し上げます。 

３年生学級曲  

 １組 「だれのものでもない今を」 

 ２組 「 虹  」  

 ３組 「 YELL 」  

 

学級発表ではアカペラで堂々と披露す

る姿に感動の輪が広がりました。 

少ない人数でも響き渡った圧巻の歌声 

３年生学年合唱 「群青」 

 



                 

 

 

 

１０/ １（木）   学年練習（体育）   （放）学習会 

１０/ ２（金）  ブロック練習（体育） 

１０/ ５（月）～ 生徒会本部役員選挙運動開始 

１０/ ６（火）  （放）体育部門予行練習準備 

１０/ ７（水）  体育部門予行練習４・５・６校時 

                  （雨天時９日に延期） 

          専門委員会 

１０/ ８（木）  学年練習（体育）   （放）学習会 

１０/ ９（金）  ブロック練習（体育） 

１０/１２（月）  スポーツの日 

１０/１３（火）  体育部門前日OT 

（放）前日準備 

１０/１４（水）  第５２回紫陽祭体育部門 

                       （雨天順延） 

１０/１５（木） 体育部門反省         （放）学習会 

１０/１９（月） （朝）選挙運動 

１０/２２（木） 生徒会本部役員選挙立会演説会 

         （放）投票期間         （放）学習会  

１０/２３（金） （昼）投票期間 （放）開票作業 

         造形さがみ風っ子展（～１０/25） 

 会場：女子美大アートミュージアム 

１０/２７（火） 3年生進路面談 1日目 

         1年生 校外学習 

         生徒会本部役員選挙結果公表 

１０/２８（水） ３年生進路面談 ２日目 

１０/２9（木） ３年生進路面談 ３日目   （放）学習会 

１０/３０（金） 3年生進路面談 ４日目 

         あじさい級校外学習（若あゆ日帰り）  

〇 当日は徒歩または自転車で来校ください 

○ 保護者証（名札）をお持ちください。 

〇 生徒登校時間は通常通りです （給食あり）  

防災学習の思いも込めた熱唱  

２年生学年合唱  「花は咲く」  

伸びやかな中学生としての歌声  

 １年生学年合唱  「地球星歌」  

１０月の主な予定 

２年生学級曲 

１組 「ほらね、」 

２組 「心の瞳」 

３組 「HEIWAの鐘」 

１年生学級曲 

１組 「あさがお」 

２組 「空は今」 

３組 「マイバラード」 

紫陽祭体育部門 １０月１４日（水）雨天順延 

保護者受付開始 ８：３０～ 

開会式       ８：５０～ 

生活目標：  紫陽祭と学習を両立しよう 

文化部門の１日の様子は、

学校 HPをご覧ください 

準備片付け、運営でも

係生徒が主体的に活動

していました。退館す

る時にホール座席だけ

でなくトイレもきれい

に整えてあり、心配り

ができる生徒の姿が嬉

しく思いました。 
会場と一体になった熱演に大きな拍手 ★吹奏楽部★  県大会にむけて・英語弁論 

 

サマースタイルは体育部門終了までです 



紫陽祭文化部門 保護者の方のアンケートから      

 

 

 

当日は会場へお越しいただきありがとうございました。 

また、４０名以上の方々にアンケートにもご協力いただき、

感謝いたします。一部しかご紹介できず申し訳ありません

が、感動のメッセージや、運営面で頑張る子どもたちの様子

にも多くの感想をいただきました。また、次年度に向けた運

営面へのアイディアなども参考に、今後、検討していきたい

と思います。 

１２年間子供たち４人を中学に通わせ、すべての文化部門に出席してきました。コロナ禍を経て市民会

館でまた子供たちの歌声を聴けた時には、とても感動しました。１２年間で色々変わってきた文化部門

ですが、時代に合わせ変革を重ねながらも、ずっと継続していただいたことに感謝しています。最後の

文化部門、３年学年合唱の群青、とても心に響きました。素晴らしい合唱でした。先生方、ありがとうご

ざいました。                                             【３年生保護者】 

全学年が一体となって、先生方の指導もあり、移動や始まりもキッチリしていて、感動的な発表会だっ

たと思います。またポスターや横看板のデザインもとても華やかであり、スローガンにもあっていて良

かったです。来年の発表会も楽しみにしています。素敵な歌声をありがとうございました。 

                                                     【２年生保護者】 

" 

声変わりもして声に厚みがあり、小学生の時とは、違う迫力を感じ、あー大人になったなと頼もしく思

いました。練習時間も少なかったと思いますが、まとまりのある、素晴らしい紫陽祭でした。 

                                     【１年生保護者】 

 

三年生は生徒数が少ないのに、しっかり声が出ていてさすが三年生と感じました。 

吹奏楽演奏のときも、一緒にスイングしていたりして、会場の雰囲気を盛り上げてくれていて、良かっ

たです。息子たちが三年生になる時には、そういうふうに育っているといいなと思います。 

                                                    【１年生保護者】 

最後の文化部門、今までで一番まとまりがあり、大きな声で一生懸命に歌ってホール全体に歌声が

響いていました。本人も楽しそうに歌っていて、こちらまで嬉しい気持ちになりました。自然に涙が出

てしまう程、胸がいっぱいになりました。 

練習もみんなで頑張っていたことを聞いていたので、本番は成果が出て、先生たちが涙してくれた

り、褒めてくれたりしてくれた事がとても嬉しかった様です。帰ってきてからも、ずっと楽しかったと言

っていました。思い出に残る、子供たちにとって、素敵な時間を作ってくださりありがとうございまし

た。最後に、美術部で作成した看板に、三年間携わる事が出来てとても良かったです。 

【３年生保護者】 

 

 

 

全てが終了した時に、感動したことを、どなたかにお伝えしたかったので、アンケートのお便りを受け

取り、嬉しく思っています。 

3年生の「群青」良かったです。(3-1の合唱歌詞も良かったです)感動して涙が溢れました。 

私の前に座っていた女性も、ハンカチで目を押さえていました。 

1日 1日の大切さ、人とのつながりの大切さ、目には、見えない分、難しいことだけど、改めて私自身、

大事にしたい、と思いました。 

吹奏楽部と英語の発表も、楽しかったです。みんな生き生きしていましたね。 

「あんなことあったね」と、数年後、仲間と話せるような今であってほしいな、と思いました。 

素敵な時間をありがとうございました。                           【２年生保護者】 

   



紫陽祭の運営では       

当日の天候は雨でしたが、雨対策も行いながら開会準備を進め、心は晴れやかになりました。    

多くの生徒たちの手で運営された紫陽祭です。 

 

 

文化部門委員さん中心に、各係・委員会、部活動の生

徒たちが協力して役割を果たす姿が随所に見られま

した。生徒自らの手で創り上げる学校祭となりまし

た。このチーム力を生かして、次の体育部門にむけて

準備を進めていきます。 

 

 


